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審査結果の要旨 

 わが国の１～４歳児死亡率は、他の主要先進国と比較して高い。その一因として指摘されている

のが、本研究で研究課題としている PICU(小児集中治療室)の病床数の不足である。PICU で小児重

症患者を集中管理すると診療実績が良くなることが報告されているが、わが国の PICU 病床数は、

先進国に比較して施設数、病床数とも著しく少ない。この状況に対して 2007 年には小児集中治療室

設置の指針が制定され、2012 年には小児特定集中治療室管理料の加算が算定されるなど、漸進的に

整備が進められている。 

 本研究は PICU の整備に対して工学的に評価し、新たに改善提案することを目標としており、国

内の PICU13 施設を対象としたアンケート調査や国内外 9 施設の視察調査などの各種調査を用い、

建築界で注目を集めている、建築情報モデリング BIM システムを活用した提案を行っている。 

本論文の構成は、下記の通りである。第１章「序論」では、本論文の背景や PICU 整備の状況、

本研究の目的と方法を示している。第２章「小児専門病院の事例」では、既往研究を概観し調査研

究を行った小児専門病院について分析を行っている。第３章「PICU の計画」では、PICU のアンケ

ート調査や視察ヒアリング調査から得られた知見の分析を行ったうえで、特に課題があると考えら

れるベッド周りの作業領域について、オープンベイと個室病室のそれぞれについて分析・考察し必

要とされる領域幅について検証している。また、患者家族を中心とした医療の概念に基づいて面会

の状況について、ホームページやブログ調査を実施し、家族中心ケア FCC の課題について考察して

いる。米国とシンガポールの PICU についても視察しており、その特徴と参考となる知見について

も明らかにしている。第４章「PICU の評価と改善提案」では、ファシリティマネジメント標準業務

を参考に第３章で得られた知見に基づく、評価・改善提案を実施しているほか、改善に向けた具体

的な取り組みとして計画に携わった PICU における三次元モデルを用いた提案を行い、今後の展望

と課題を示している。さらに、一連の研究成果は、愛知県大府市に 2016 年に建設された、あいち小

児保健医療総合センターの新しい救急棟３階の PICU 計画に活用された。この PICU は、東海３県

における最大規模(16 床)の施設として整備されたものである。 

以上に示したように、本研究で得られた知見と成果は、学術的かつ実用的にも優れ、建築計画学

と環境行動研究分野の発展に十分に寄与していることから博士（工学）の学位に値するものと判断した。 


